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悲
し
み
の

深
さ
は

贈
り
物
の

大
き
さ

住職法話

お盆法要 お盆法要

詳
細
は
三
頁

詳
細
は
四
頁

十
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
一
時
勤
修

詳
細
は
二
頁

報
恩
講

護
持
会
総
会
報
告

子
供
会
報
告
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「ひとえに他力にして、自力をはなれ
たるゆえに、行者のためには非行非善
なりと云々。」

川越喜多院の五百羅漢

羅漢：「念仏は行
ぎょう

者
じゃ

のために、非
ひ

行
ぎょう

非
ひ

善
ぜん

なり。」第８章

春季彼岸会法要

彼岸参り

・３月２1日（月）春分の日
・午後１時３０分～３時まで（１時受付）
・光照寺本堂にて
・勤行・法話

・３月１8日（金）～２4日（木）の期間
　　　　　　　　　　（但し２1日は除く）
※ご希望の日にちをお知らせ下さい。時間につきましてはこ
ちらで調整させて頂きます。ご自宅か当寺のいずれかで
読経いたします。

※準備の都合上、出席人数をご連絡下さい。
預骨されている方は率先してお参り下さい。
ご参詣をお待ちしております。報恩講

秋彼岸会

ヨガ１

ヨガ２ トモヨ先生

寺

ヨ

ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
を
毎
週
月
曜
十
時
～
十

一
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
は
ト
モ
ヨ
さ
ん
。
南
イ
ン
ド
の

先
生
よ
り
古
典
ヨ
ガ
を
習
得
。
初
め
て

の
方
も
歓
迎
で
す
。
ご
興
味
の
方
は
当

寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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真
の
依
り
処

真
の
依
り
処

　

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日
真

宗
本
廟
の
報
恩
講
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
知
恩
報
徳
の
御
佛
事
で
あ
る
が
さ
て

私
に
と
っ
て
は
と
考
え
さ
れ
ら
れ
改
め
て

思
う
こ
と
で
す
。
獲
信
見
敬
大
慶
喜
（
信
を

獲
れ
ば
見
て
敬
い
大
き
に
慶
喜
せ
ん
）「
真

宗
聖
典
」二
〇
五
頁
『
信
巻
』に
は
信
心
を
獲

た
者
の
利
益
と
し
て
「
知
恩
報
徳
の
益
」
真

宗
聖
典
二
四
一
頁
を
い
た
だ
い
て
生
き
る
こ

と
を
願
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
聞
法
し
念

佛
申
す
事
を
相
続
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
親

鸞
は
雑
行
を
す
て
て
本
願
に
帰
す
と
申
さ

れ
、
何
が
私
の
す
く
い
に
な
る
の
か
。
そ
れ

は
生
死
出
離
の
一
道
生
死
い
ず
べ
き
道
は

死
を
も
越
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
お
念
佛
だ
よ

と
言
わ
れ
、南
無
阿
弥
陀
佛
だ
よ
と
南
無
阿

弥
陀
佛
の
い
の
ち
を
い
た
だ
い
て
生
き
て

い
る
厳
粛
な
事
実
で
あ
る
と
。
必
ず
死
ぬ
私

に
後
世
の
一
大
事
だ
よ
一
心
に
弥
陀
に
た
の

め
と
。

�

南
無
阿
弥
陀
佛

�

岡
田
ノ
リ
子

子
供
会
報
告

光
照
寺
子
ど
も
会
“
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
”

　「
子
ど
も
報
恩
講
」�

大
塚
　
陽
子

年
の
瀬
も
近
づ
い
た
昼
下
が
り
、
さ

る
十
二
月
二
十
六
日
㈰
一
時
よ
り
、
大

人
十
名
子
ど
も
五
名
の
参
加
あ
り
。
勤

行
を
し
、
前
坊
守
あ
い
さ
つ
、
自
己
紹
介

を
し
た
後
、
大
塚
が
“
二
人
の
パ
ン
タ

カ
”
と
い
う
紙
し
ば
い
を
読
み
聞
か
せ
、

内
容
は
、
頭
の
良
い
兄
と
、も
の
覚
え
の

悪
い
弟
の
兄
弟
が
お
釈
迦
様
の
弟
子
に

な
り
、
兄
は
お
釈
迦
様
の
お
話
を
す
ぐ

理
解
で
き
ま
し
た
が
、
弟
の
方
は
す
ぐ

に
忘
れ
て
し
ま
い
、お
釈
迦
様
は
、
仏
法

を
聞
く
の
に
必
要
の
な
い
人
間
な
ど
い

な
い
と
悟
さ
れ
、弟
は
、得
意
な
掃
除
を

し
な
が
ら
、後
に
悟
ら
れ
、す
ぐ
れ
た
仏

弟
子
と
な
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で
す
。

次
に
大
間
真
弓
さ
ん
手
作
り
ペ
ー
プ
サ

ー
ト
に
よ
る
創
作
お
話
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
手
作
り
ケ
ー
キ
を
み
ん
な

で
頂
き
、
頭
の
体
操
で
絵
の
間
違
い
さ

が
し
を
し
た
り
、前
坊
守
に
よ
る
“
も
う

す
ぐ
お
正
月
”や
“
し
あ
わ
せ
な
ら
手
を

た
た
こ
う
”“
か
え
る
の
歌
”
の
替
え
歌

を
皆
ん
な
で
歌
い
、
後
半
は
、
八
百
屋
さ

ん
ゲ
ー
ム
や
百
ま
で
数
え
る
ゲ
ー
ム
を

し
た
後
、
持
ち
よ
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

曲
に
合
わ
せ
て
交
換
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
と
し
て
、午
後

か
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
大
人
も
子
ど

も
も
一
緒
に
お
話
を
聞
い
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
楽
し

く
過
ご
せ
ま
し
た
。

次
回
は
、
四
月
四
日
㈪
で
予
定
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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お
寺
に
伝
道
掲
示
板
が
あ
る
。
そ
の

言
葉
に
頷
く
こ
と
が
あ
る
。
ど
う
考
え

た
ら
い
い
か
と
考
え
込
む
時
も
あ
る
。

何
年
か
前
に
『
お
ま
え
も
死
ぬ
ぞ　

釈

尊
』
と
い
う
言
葉
が
伝
道
掲
示
板
大
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
過
ぎ
だ
と
思
っ
た
が

こ
れ
は
真
理
で
あ
る
。
生
か
さ
れ
て
い

る
「
い
の
ち
」に
つ
い
て
考
え
る
釈
尊
か

ら
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
の
変
異
が
次
々
と
出
現
し
、

コ
ロ
ナ
も
生
き
て
い
る
。私
た
ち
は
そ
の

中
で
右
往
左
往
し
て
い
る
。
死
の
原
因

は
病
、
老
い
で
は
括
れ
な
い
。
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
今
、こ
こ
に

あ
る
私
の
「
い
の
ち
」の
有
り
様
を
聞
法

会
で
共
に
尋
ね
ま
し
ょ
う
。

�

釋
尼
雅
亮

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
・
拡

大
防
止
に
伴
い
、
予
定
さ
れ
て
い
る
行

事
は
状
況
に
よ
り
、
中
止
又
は
変
更
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。
随
時

Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
頂
く
か
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
個
別
の
ご
法
事
、
お
葬
儀

は
お
参
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

法
要
の
ご
案
内

◦�

春
季
彼
岸
会
法
要

　

�

三
月
二
十
一
日（
月
）、
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
勤
修

光
照
寺
護
持
会

会
員
の
方
は
護
持
会
費
の
納
入
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
又
、
随
時
新
会
員
受
付

中
。
別
紙
案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。
総
会
は

六
月
十
四
日
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

◦�

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会
は
休
会
。

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名
誉
教
授
）

◦�

大
経
の
会

二
月
三
日
、
十
二
月
十
三
日
、
午
後
二
時

～
四
時
。
講
師
は
住
職
。『
正
信
偈
讃
仰
』

（
七
）を
学
ん
で
い
ま
す
。

◦�

我
聞
の
会

三
月
九
日
、
四
月
十
三
日
、
五
月
十
八
日
、

午
後
二
時
～
四
時
。「
歎
異
抄
」
を
学
ん
で

い
ま
す
。
講
師
は
住
職
。

◦�

微
風
学
舎

三
月
十
七
日
、
四
月
二
十
一
日
、
五
月
二

十
六
日
、
午
後
二
時
～
四
時
。
講
師
は
住

職
。「
高
僧
和
讃
講
義
（
一
）」（
延
塚
知
道

著
）を
学
ん
で
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル

・�

聲
明
サ
ー
ク
ル
、
三
月
四
日
、
五
月
十
三

日
、七
月
八
日
。
午
後
二
時
～
四
時
。
講

師
は
住
職
。

・�

絵
解
き
サ
ー
ク
ル
、
二
月
二
十
一
日
、
四

月
二
十
八
日
、六
月
三
日
。

子
供
会

四
月
四
日
（
月
）花
ま
つ
り
で
す
。

寺
ヨ
ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
。
毎
週
月
曜
十
時
～
十
一

時
、
講
師
ト
モ
ヨ
先
生
。
興
味
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用

意
下
さ
い
。
マ
ス
ク
着
用
と
換
気
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
住
所
・
電
話
番
号
変

更
の
際
は
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。

��

吉
澤
　
光
昭

寒
立
馬
春
待
つ
瞳
の
息
荒
し

白
鳥
の
声
太
く
あ
り
土
手
を
越
す

茎
立
ち
に
倣
う
勢
い
や
傘
寿
近
か

�

山
田
　
恒

煩
悩
が
百
歳
の
さ
が
覗
き
込
む

消
し
ゴ
ム
の
懺
悔
が
投
げ
た
変
化
球

寺
務
所
よ
り

��

佐
々
木
　
玄
吾

「
道
徳　

念
仏
申
さ
る
べ
し
」

お
し
え
の
如
く　

今
年
を
生
き
ん

獅
子
舞
い
の
太
鼓
の
音
で
外
に
出
る

　

ご
近
所
集
い　

挨
拶
交
わ
す

�

釋
尼
　
邦
照

亡
き
父
母
の　

墓
に
詣
で
て

花
た
む
け　

生
か
さ
れ
し
命

今
ぞ
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
知
る

庭
に
出
で　

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の

ご
来
光　

並
ん
で
拝
む　

今
は
亡
き
人

念
仏
は　

ゆ
ら
い
だ
我
の　

心
に
ぞ

聞
き
続
け
て
行
け
よ
と

　
　
　
　
　

届
い
て
く
だ
さ
る

�

釋
尼
　
陽
照

久
び
さ
に　

祖
父
母
の
お
墓

　

お
参
り
し

小
春
日
よ
り
で　

墓
参
り
日
よ
り

�

釋
尼
　
眞
敎
（
大
間
真
弓
）

光
浴
び　

雪せ
っ

華か

輝
く
静
寂
に

今
導
か
れ　

蕗
の
芽
ぞ

大根
山田　邦興　画


